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（第１０４号）

臨時議会
令和４年
11月28日

定例議会
令和４年
12月12日

一般会計の主な補正内訳は

一般会計の主な補正内訳は

〇 地方創生臨時交付金・ ・・・・・・・・・・・・・3,333万円
　（電力、ガス、食料品等価格高騰の重点支援分）
〇 衛生費清掃総務費・ ・・・・・・・・・・・・・・1,732万円
　（村指定の燃やすごみ袋を村内全7,700世帯に100枚ずつ配布）
◎ 北中城村役場外構工事改定契約について・ ・・・・6,295万円

〇 障害福祉サービス諸費・ ・・・・・・・・・・・・ 2,474万円
　（障害者の日常生活等を支援）
〇 出産・子育て応援交付金・ ・・・・・・・・・・・ 1,483万円
　（妊娠期から出産・子育てまで一貫した相談支援と経済的支援）
〇 道路メンテナンス事業補助金・ ・・・・・・・・・ 2,960万円
　（村内の道路、橋梁等の長寿命化及び修繕を目的）
〇 受託事業収入・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 998万円
　（沖縄県損失補償で中学校プール目隠しネット設置工事）

新型コロナウイルス感染症対策、地方創生臨
時交付金事業の追加分人事院勧告に基づく給
与改定による人件費の補正が主であった。

※�国民健康保険特別会計補正予算（第３号）、水道事業会計補正予算（第
４号）、下水道事業会計補正予算（第３号）、人事院勧告に基づく給与
改定による人件費の補正を可決した。

※�その他、北中城村職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の
条例の制定について、水道事業会計補正予算（第５号）を可決した。

令和４年度一般会計補正予算(第４号)
4,424万円増額

歳入歳出予算総額　89億8,610万円

令和４年度一般会計補正予算(第５号)
1億1,941万円増額

歳入歳出予算総額　91億551万円

国民健康保険特別会計補正予算(第４号)
7,664万円増額

歳入歳出予算総額　23億6,433万円

原案
可決

原案
可決

中 ゆくりん

北のぺーちん

城 まーい
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条例・契約・請願・陳情・決議・意見書条例・契約・請願・陳情・決議・意見書

議案第４６号　�北中城村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

議案第４７号　�北中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例
の一部を改正する条例について

議案第４８号　�北中城村議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改
正する条例について

議案第５３号　北中城村役場外構工事改定契約について

議案第５４号　�北中城村職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例
の制定について

陳情第４-24 号　令和５年度福祉施策及び予算の充実について（要請）

陳情第４-27 号　�村内の教育機関において、子ども達のマスク着脱における　　
正確な指導と柔軟な対応を求める陳情書について

陳情第４-28 号　�有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）汚染から県民の健康と生命を　
守る陳情について

意見書第５号　�有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）汚染から県民の健康と生命を　　
守る意見書について

決議第５号　議会活性化調査特別委員会設置に関する決議について

決議第６号　�海兵隊員による建造物侵入及び傷害事件に対する抗議決議について

意見書第６号　�海兵隊員による建造物侵入及び傷害事件に対する意見書について

令和４年第９回臨時議会及び第10回12月定例議会において各議案等につ
いて審議され、下記のとおり可決・採択されました。

・新型コロナウィルス感染症対策で始まったマスク着用。マスクを
つける習慣が日常化している中、子どもたちについては発達や成
長という観点で様々な問題が起こることが危惧されている。
・人の表情で感情を読み取るなど、子どものうちに多くの表情と触
れ合うことが大切である。
・委員会においては関係機関より対応等の聞き取りを行い、陳情事
項の感染予防対策の適切なマスク着脱について議論した。
・幼稚園、各小学校、中学校の取組については、保護者の申入れ等
も尊重して、適切な対応により子どもたちの安全・安心を確保し
国や県の通知に基づいて必要な配慮が図られている。
・陳情者のマスク着脱に関する改善策の要望については、引き続き
関心を持っていく事を確認し本委員会では陳情を採択することを
決定した。（審査意見要約）

可　決

可　決

可　決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

採　択

採　択

採　択

可　決

原案可決

（第１０４号）
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①ライン公式アカウントサービスは

②子供たちへのワクチン接種慎重な対応が
必要

③下水道接続率と普及率を上げる取組み

7 11p喜
き

屋
ゃ

武
ん

　功
いさお

  議員………
①ライカム自治会発足を早急に

1 5p比
ひ

嘉
が

　　悟
さとる

  議員………

①スクールバス、ようやくスタートと
思ったが

9 12p上
うえ

間
ま

　堅
けん

治
じ

 議員……

①スポーツ環境の整備

②渡口みどり公園の利用

③渡口の河川敷の整備

④熱田漁港の道路整備

本人の希望により要約文は掲載しておりません。

8 屋
や

良
ら

　朝
とも

春
はる

 議員………

①高齢化社会試練に立つ地方行政

②老人クラブ連合会の意義と役割

2 6p大
おお

城
しろ

　律
りつ

也
や

  議員………

4 8p川
かわ

上
かみ

　龍
りょうた

太  議員………
①子どもの居場所作りと子ども食堂の　　　

設置運営を提案

①村民の生命と財産を守る

3 7p平
へ

安
ん

山
ざん

 和
かず

美
み

  議員………

①子どもを大切にしない社会に未来はない

②当たり前を疑え

6 10p比
ひ

嘉
が

　正
まさ

志
し

  議員………
①ライカム自治会結成と建設計画は

②出前講座の実施を

10 13p喜
き

屋
ゃ

武
ん

すま子
こ

  議員………

①村道ヒルトン22号線の問題

②教員不足など教育環境の問題はないか

③松くい虫の影響が心配だ

5 9p比
ひ

嘉
が

　義
よし

弘
ひろ

  議員………

村政を問う村政を問う！！
令和４年12月 定例議会

●一般質問の議会録要約文は本人執筆、議会広報委員でチェックして掲載
●各議員氏名横のQRコードから動画がご覧いただけます

一般質問者

10人 来ませんか

インターネット中継
録画配信も
やっています

議会
に
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（第１０４号）

　

２
０
１
０
年
７
月

31
日
に
米
軍
基
地
ア

ワ
セ
ゴ
ル
フ
場
が
返
還
さ
れ

２
０
１
３
年
３
月
29
日
、
沖

縄
防
衛
局
に
よ
り
原
状
回
復

が
完
了
し
、
地
権
者
へ
引
き

渡
し
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後

土
地
区
画
整
理
事
業
が
実
施

さ
れ
、
２
０
１
９
年
９
月
、

北
中
城
村
に
新
し
い
字
ラ
イ

カ
ム
が
誕
生
し
た
。
人
口
は

２
０
２
２
年
11
月
末
現
在
、

３
５
７
世
帯
８
８
３
名
と

日
々
増
え
て
い
る
。
ラ
イ
カ

ム
自
治
会
発
足
に
向
け
た
こ

れ
ま
で
の
村
の
対
応
は
。

　

令
和
元
年
度
に
ラ

イ
カ
ム
地
区
の
住
民

を
対
象
に
勉
強
会
を
２
回
実

地
し
て
い
る
が
、新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
り
中
断
し
て
い

る
。

　

ラ
イ
カ
ム
地
区
は

村
内
や
他
市
町
村
、

県
外
な
ど
か
ら
の
移
住
者
で

ま
だ
顔
の
見
え
る
関
係
が
築

か
れ
て
な
い
と
思
う
。
こ
こ

は
村
が
先
頭
に
立
っ
て
音
頭

を
取
っ
て
進
め
る
べ
き
と
思

う
が
。　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

か
煩
わ
し
い
と
思
っ

て
い
る
人
も
い
る
。
多
様
な

考
え
方
に
ど
う
対
応
す
る
か

も
ま
た
行
政
の
大
き
な
課
題

で
、
ま
ず
接
点
を
作
り
た
い
。

　

説
明
会
等
を
開
き

早
期
に
接
点
も
持
ち

あ
る
程
度
の
形
を
整
え
る
べ

き
だ
と
思
う
が
。

　

何
か
し
ら
機
会
を

作
っ
て
勉
強
会
、
地

域
の
問
題
を
改
め
て
明
確
に

し
、
自
治
会
の
必
要
性
を
問

う
て
も
い
い
か
な
と
思
う
。

　

ラ
イ
カ
ム
地
区
か

ら
防
犯
灯
や
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
等
の
要
望
は
出
て
な

い
か
。　

要
望
は
出
て
い
る
。

維
持
管
理
・
場
所
の

課
題
が
あ
り
、
地
域
の
総
意

で
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
り

今
は
、
お
断
り
し
て
い
る
。

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は

維
持
管
理
が
発
生
し

な
い
。
沖
縄
署
と
連
携
し
、

先
に
設
置
で
き
な
い
か
。

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

反
射
が
家
庭
内
に

入
っ
て
、
嫌
が
る
方
も
い
る
。

住
民
間
の
総
意
で
設
置
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

村
外
か
ら
北
中
城

村
に
転
入
し
て
き
た

場
合
、
窓
口
で
自
治
会
、
公

民
館
等
の
案
内
は
あ
る
か
。

　

自
治
会
、
公
民
館

等
の
情
報
案
内
は
窓

口
で
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

転
入
し
て
き
た
方

に
各
種
案
内
や
記
念

品
を
差
し
上
げ
、
村
民
に

な
っ
た
初
日
に
住
民
サ
ー
ビ

ス
す
る
と
い
う
の
は
ど
う
か
。

　

良
い
ア
イ
デ
ア
だ

と
思
う
。
し
っ
か
り

斟し
ん
し
ゃ
く
酌
し
て
い
き
た
い
。

　

お
二
人
が
末
永
く

お
幸
せ
に
暮
ら
し
て

い
く
こ
と
を
願
い
、
祝
意
を

表
し
、
ま
た
、
新
し
い
家
族

が
誕
生
し
た
喜
び
と
感
動
を

大
切
に
と
婚
姻
届
や
出
生
届

時
に
も
記
念
品
を
差
し
上
げ

る
と
い
う
の
は
い
か
が
か
。

　

関
係
課
と
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

●ラ 
イ
カ
ム
自
治
会
発
足
を
早
急
に

自治会発足が待たれるライカム地区

比
ひ

嘉
が

 悟
さとる

 議員

詳細は
動画から
Check! 村

長
‥
自
治
会
発
足
に
向
け
て
奮
闘
し
た
い
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本
村
に
お
い
て
も

高
齢
者
割
合
が
急
速

に
進
行
し
て
い
る
。
長
い
高

齢
期
を
い
か
に
不
安
な
く
、

生
き
生
き
と
過
ご
す
か
が
行

政
、
地
域
社
会
の
今
後
の
課

題
で
あ
る
。
大
型
商
業
施
設

等
の
集
中
に
よ
る
発
展
、
過

密
な
人
口
急
増
現
象
、
さ
ら

に
過
疎
現
象
な
ど
端
的
に
表

現
さ
れ
る
人
口
構
造
変
化
を

示
し
て
い
る
。
今
後
は
、
地

域
社
会
の
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
形
成
し
て
高
齢
化
社

会
の
生
活
環
境
の
整
備
を
図

り
、
快
適
、
利
便
、
健
康
、

安
全
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

に
、
早
急
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。

　

超
高
齢
化
社
会
へ

の
対
応
は
、
本
村
に

お
い
て
も
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
生
産
年
齢
人
口
減
少
に

加
え
、
社
会
保
障
費
の
増
大

と
い
っ
た
諸
課
題
に
対
し
て

本
村
に
お
い
て
も
様
々
な
面

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
地

域
間
格
差
を
解
消
し
、
村
全

体
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
は
重
点
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

の
路
線
を
拡
大
し
、
高
齢
者

等
交
通
弱
者
が
利
用
し
や
す

い
交
通
手
段
の
確
保
に
努
め

て
い
る
。

　

高
齢
化
社
会
、
長

い
高
齢
期
を
い
か
に

不
安
な
く
過
ご
す
か
で
あ
る
。

孤
独
、
孤
立
の
問
題
が
顕
在

化
し
て
い
る
。
独
り
で
悩
み

を
抱
え
る
高
齢
者
が
増
え
て

い
る
。
独
居
の
高
齢
者
の
見

守
り
や
相
談
に
応
じ
る
社
会

福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
の

役
割
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

　

高
齢
化
の
進
展
は

行
政
や
各
種
保
険
制

度
等
に
よ
る
仕
組
み
だ
け
で

は
補
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

自
ら
の
老
後
に
備
え
た
自
助

に
よ
る
取
り
組
み
や
地
域
の

互
助
に
よ
る
取
り
組
み
が
ま

す
ま
す
重
要
で
あ
る
。
支
援

が
必
要
な
方
に
は
民
生
委
員

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
重

層
的
な
支
援
体
制
の
構
築
を

図
り
対
応
し
た
い
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
生

活
支
援
体
制
整
備
事

業
で
仲
間
づ
く
り
を
し
て
、

孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
地
域

で
支
え
合
う
基
盤
を
作
り
上

げ
て
い
る
。
社
会
奉
仕
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
、
高
齢

者
の
持
つ
豊
富
な
人
生
経
験

を
生
か
し
た
活
動
の
展
開
で

あ
る
。
地
域
の
絆
、
暮
ら
し

の
絆
、
命
の
絆
で
地
域
に
愛

着
を
持
つ
老
人
ク
ラ
ブ
、
超

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
地
域

課
題
を
解
決
す
る
老
人
ク
ラ

ブ
と
し
て
、
果
た
す
べ
き
役

割
は
さ
ら
に
重
要
で
あ
る
。

　

今
後
の
さ
ら
な
る

高
齢
化
を
迎
え
る
我

が
村
に
お
い
て
、
各
字
老
人

ク
ラ
ブ
や
村
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
に
よ
る
活
動
や
役
割
は

重
要
な
も
の
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
健
康
で
社
会
参

加
に
よ
り
、
医
療
保
険
や
介

護
保
険
な
ど
の
社
会
保
障
費

の
抑
制
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。
今
後
も
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
を
継
続
し
て
支
援
し
て

い
き
た
い
。

●高 齢化社会
試練に立つ地方行政

生き生き高齢者地域健康増進活動（熱田公民館）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
意
義
と
役
割

大
おお

城
しろ

 律
りつ

也
や

 議員

詳細は
動画から
Check!
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（第１０４号）

　

日
米
地
位
協
定
に

つ
い
て
、
村
長
の
見

解
を
伺
う
。

　

六
十
二
年
以
上
前

の
古
い
思
想
、
考
え

方
で
、
刑
事
裁
判
権
、
米
軍

の
管
理
権
と
し
て
の
基
地
使

用
の
あ
り
方
、
環
境
汚
染
な

ど
様
々
な
問
題
点
が
指
摘
さ

れ
る
中
、
現
在
ま
で
一
度
も

改
定
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
不

平
等
な
協
定
で
あ
り
、
抜
本

的
な
改
定
が
必
要
だ
と
考
え

る
。

　

看
板
設
置
の
方
法

や
内
容
等
を
ど
の
よ

う
に
検
討
し
た
の
か
。

　

平
和
を
守
る
北
中

城
村
民
の
会
の
事
業

と
し
て
実
施
す
る
。
第
二
庁

舎
に
県
道
か
ら
見
え
る
よ
う

に
五
月
十
五
日
本
土
復
帰
の

日
と
六
月
二
十
三
日
慰
霊
の

日
に
懸
垂
幕
で
設
置
す
る
。

改
め
て
日
米
地
位
協
定
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
を
与
え
る

内
容
と
す
る
。

　

平
和
を
守
る
村
民

の
会
と
は
ど
う
い
っ

た
会
な
の
か
。

　

当
初
は
村
民
と
行

政
が
一
緒
に
平
和
運

動
に
取
組
み
、
村
民
や
会
員

か
ら
一
人
百
円
の
会
費
で
運

営
し
て
い
た
。
北
中
城
村
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
活
動
と
思
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
事
業

と
し
て
は
、
平
和
の
像
や
ス

テ
ッ
カ
ー
作
成
。
平
和
交
流

事
業
で
、
広
島
県
、
長
崎
県

へ
児
童
生
徒
の
派
遣
等
を
行

っ
て
い
る
。

　

懸
垂
幕
に
掲
げ
た

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
は
。

　

当
初
掲
げ
た
看
板

と
一
緒
で
、
政
府
は

日
米
地
位
協
定
を
抜
本
的
に

見
直
せ
。

　

役
場
に
懸
垂
幕
の

掲
示
だ
け
で
は
な
く

広
報
誌
等
で
も
周
知
が
必
要

だ
と
思
う
が
。

　

啓
発
等
に
つ
い
て

も
し
っ
か
り
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
う
。

　

本
村
議
会
は
、
村

民
、
県
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
立
場
か
ら
米
軍

絡
み
の
事
件
事
故
に
お
い
て

抗
議
決
議
等
を
行
っ
て
き
た
。

村
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

立
場
は
行
政
も
同
じ
だ
と
思

う
が
、
村
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

北
中
城
村
は
県
内

で
３
番
目
に
平
和
非

核
宣
言
を
し
た
と
こ
ろ
。
そ

し
て
国
際
紛
争
の
解
決
策
と

し
て
、
二
度
と
戦
争
を
起
こ

さ
な
い
と
誓
っ
た
。
そ
う
い

う
中
で　

米
軍
が
起
因
す
る

事
故
等
が
起
こ
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
行
政
と
議
会
が
一

緒
に
な
っ
て
の
抗
議
行
動
や

有
識
者
の
方
々
と
も
相
談
し

て
、
い
ろ
ん
な
活
動
を
展
開

し
て
い
き
た
い
。役場前に掲げられた非核宣言

●村 
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

平
へ ん ざ ん

安山 和
かず

美
み

 議員

詳細は
動画から
Check!
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（第１０４号）

　

県
内
に
お
い
て
も

行
政
の
委
託
や
補
助

の
ほ
か
、
民
間
主
体
の
取
り

組
み
な
ど
様
々
な
形
で
い
わ

ゆ
る
子
ど
も
食
堂
が
広
が
っ

て
い
る
。
本
村
で
は
、
定
着

さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
部
の
団

体
等
で
徐
々
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
、
民
生

委
員
児
童
委
員
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
無
料
で
弁
当
を
配
布

す
る
子
ど
も
元
気
サ
ポ
ー
ト

を
社
協
、
児
童
館
を
活
用
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
、
誰
で
も
利

用
で
き
る
子
ど
も
食
堂
は

89
%
の
世
帯
が
「
必
要
」
と

回
答
。
子
ど
も
達
、
保
護
者

へ
の
支
援
拡
大
や
負
担
軽
減

を
踏
ま
え
、
子
ど
も
食
堂
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

村
長
の
考
え
は
。

　

本
村
に
お
け
る
貧

困
対
策
事
業
で
は
、

国
・
県
か
ら
の
補
助
や
民
間

か
ら
の
寄
附
等
を
活
用
し
て

児
童
館
を
中
心
に
居
場
所
作

り
事
業
や
食
事
の
提
供
を
実

施
。
長
期
休
暇
で
給
食
が
無

い
時
に
は
、
ク
ロ
ー
ズ
な
環

境
で
対
象
の
児
童
へ
の
食
事

の
提
供
を
実
施
し
て
い
る
。

　

他
市
町
村
で
は

オ
ー
プ
ン
で
進
め
て

い
る
事
例
も
あ
る
。
な
ぜ
ク

ロ
ー
ズ
な
方
法
で
や
っ
て
い

る
の
か
。

　

貧
困
世
帯
だ
け
が

使
用
で
き
る
施
設
と

な
る
と
利
用
し
づ
ら
い
、
偏

見
を
生
ん
で
し
ま
う
可
能
性

も
あ
る
為
、
誰
で
も
利
用
で

き
る
児
童
館
で
普
段
か
ら
食

事
の
提
供
を
し
つ
つ
、
そ
こ

で
把
握
し
た
個
別
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
、
長
期
休
暇
等
で

提
供
で
き
る
体
制
を
取
っ
て

き
た
。
こ
れ
が
正
解
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
色
々
な
形

が
あ
る
と
思
う
の
で
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

沖
縄
市
に
あ
る
子

ど
も
食
堂
に
は
、
本

村
の
保
護
者
約
20
名
が
毎
週

弁
当
を
貰
い
に
来
て
い
る
現

状
が
あ
る
。
行
政
に
指
導
・

助
言
を
得
な
が
ら
補
助
金
を

活
用
し
て
実
施
し
て
い
る
と

の
事
。
本
村
で
も
、
村
当
局

が
動
い
て
運
営
可
能
団
体
を

探
す
事
も
必
要
だ
と
考
え
る

が
。

　

具
体
的
な
計
画
に

至
る
よ
う
な
プ
ラ
ン

は
立
て
て
い
な
い
。
現
時
点

で
は
、
必
要
な
方
に
届
く
事

そ
の
世
帯
の
個
別
の
支
援
に

つ
な
が
る
事
を
重
視
し
て
い

る
の
で
ご
理
解
頂
き
た
い
。

　

①
運
営
可
能
な
団

体
・
人
材
を
探
し
、

各
自
治
会
に
も
協
力
依
頼
を

し
、
学
校
近
く
の
公
民
館
活

用
も
検
討
。

②
補
助
金
、
助
成
金
の
活
用

方
法
や
設
置
運
営
に
つ
い
て

の
周
知
・
指
導
助
言
を
し
て

い
く
。

③
団
体
や
人
材
が
見
つ
か
ら

な
い
場
合
は
ま
ず
当
局
が
主

導
し
、
そ
の
後
は
委
託
を
進

め
て
い
く
。

私
か
ら
３
点
提
案
す
る
。

　

①
、
②
に
つ
い
て

は
即
で
き
る
。
③
は

我
々
の
体
制
に
も
限
界
が
あ

る
の
で
、
体
制
を
振
り
返
っ

て
検
討
し
て
い
く
。

川
かわ

上
かみ

 龍
りょう

太
た

 議員

詳細は
動画から
Check!

●子どもの居場所作りと
子ども食堂の

設置運営を提案

子ども元気サポートの申し込み・アンケート用紙

村長‥�体制を振り返って検討していく
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（第１０４号）

　

前
村
政
は
観
光
立

村
を
目
指
し
観
光
協

会
を
設
立
し
た
。
箱
物
も
大

事
だ
が
環
境
整
備
も
大
事
で
、

夜
間
の
道
路
に
つ
い
て
も
問

題
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収

束
す
る
と
外
国
や
本
土
か
ら

観
光
客
が
多
く
な
っ
て
訪
れ

る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
仲
順

の
義
本
王
（
ナ
ス
の
御
嶽
）

の
墓
の
辺
り
が
夜
に
な
る
と

非
常
に
暗
く
な
る
。
そ
の
辺

り
は
ハ
ブ
の
出
没
が
多
い
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
安
全
の
た

め
に
も
街
灯
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

防
犯
灯

の
整
備
に

つ
い
て
は
自
治
会
か

ら
の
要
望
は
な
く
住

民
の
需
要
度
や
優
先

度
が
低
い
と
考
え
る
。

　

地
域
か
ら

の
要
望
が
な

い
か
ら
優
先
度
が
低

い
と
い
う
が
村
が
目

指
し
て
い
る
観
光
立

村
の
ス
タ
ン
ス
か
ら

考
え
る
と
極
め
て
大

事
で
は
な
い
か
。

　

イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
近
く
の
ホ

テ
ル
か
ら
周
辺
の
飲

食
店
へ
観
光
客
が
流

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
の
で
、
も
う
一

度
調
査
し
ト
ー
タ
ル

的
に
考
え
て
対
応
し

た
い
。

　

全
国
的
に
教

員
不
足
等
に
つ

い
て
メ
デ
ィ
ア
か
ら
取

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
沖
縄
県
も
同

様
な
現
象
が
起
き
て
い

る
と
の
こ
と
。
正
直
、

教
員
の
仕
事
は
聖
職
と

考
え
て
い
た
の
で
、
そ

の
現
象
に
シ
ョ
ッ
ク
を

覚
え
る
。
北
中
城
村
は

教
育
立
村
と
言
わ
れ
て

き
た
が
、
そ
の
影
響
は

な
い
か
。

　

こ
こ
数
年
の

コ
ロ
ナ
禍
や
休

職
者
の
増
加
が
影
響
し

て
い
る
と
思
う
。

　

か
つ
て
は
北

中
城
村
の
小
学

校
や
中
学
校
に
転
勤
し

た
い
と
言
わ
れ
た
が
、

今
も
そ
の
状
況
に
変
わ

り
な
い
か
。

　

現
在
も
転
勤

の
希
望
が
多
い

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

伊
平
屋
村
を
訪
問

し
た
時
に
感
じ
た
の

が
、
ま
た
松
く
い
虫
が
流
行

り
だ
し
た
の
で
は
と
。
相
当

松
く
い
虫
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
北
中

城
村
に
も
影
響
が
出
て
く
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
対

策
は
。　

特
に
力
を
入
れ
て

い
る
訳
で
は
な
い
が

常
時
職
員
が
農
道
を
パ
ト
ロ

ー
ル
す
る
中
で
見
回
っ
て
い

る
。

　

県
の
一
括
交
付
金

の
中
に
松
く
い
虫
の

予
算
は
計
上
さ
れ
て
い
る
か
。

　

県
と
協
議
す
る
と

共
に
周
辺
市
町
村
と

も
情
報
を
共
有
し
て
進
め
て

い
る
。

ナスの御嶽周辺で見かけたハブ

●村 
道
ヒ
ル
ト
ン

　
　
　
　
22
号
線
の
問
題

松くい虫の
影響が心配だ

教員不足など教育環境の問題はないか

比
ひ

嘉
が

 義
よし

弘
ひろ

 議員

詳細は
動画から
Check!
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（第１０４号）

　

一
時
預
か
り
保
育

の
利
用
状
況
実
績
は
。

　

令
和
３
年
度
以
降

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

と
、
保
育
士
が
確
保
で
き
な

い
た
め
事
業
が
行
え
な
い
状

況
。

　

令
和
３
年
度
か
ら

保
育
士
が
確
保
で
き

な
い
た
め
事
業
が
行
え
な
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。
令
和

４
年
12
月
現
時
点
で
も
保
育

士
不
足
に
よ
り
一
時
預
か
り

保
育
が
行
え
な
い
状
況
な
の

か
。

　

現
時
点
に
お
い
て

も
、
保
育
士
が
確
保

で
き
な
い
た
め
再
開
の
め
ど

は
立
っ
て
い
な
い
。

　

市
町
村
に
は
保
育

の
実
施
義
務
が
あ
り

ま
す
。
村
民
が
保
育
を
必
要

と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
対
応
は
。

　

保
育
士
を
確
保
し

て
、
喜
舎
場
保
育
所

の
一
時
預
か
り
保
育
を
早
急

に
再
開
で
き
れ
ば
と
い
う
思

い
を
持
っ
て
い
る
。
緊
急
預

か
り
保
育
が
必
要
な
お
子
さ

ん
に
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
や
、

養
育
支
援
事
業
と
い
う
形
で

支
援
員
を
派
遣
し
て
預
か
っ

た
り
と
い
う
よ
う
な
形
で
カ

バ
ー
し
て
い
る
。

　

村
内
の
各
事
業
所

は
、
ル
ー
ル
に
基
づ

い
て
保
育
士
を
確
保
し
、

し
っ
か
り
頑
張
っ
て
い
る
と

思
う
。
民
間
事
業
所
は
精

い
っ
ぱ
い
の
状
況
だ
と
思
う
。

し
か
し
、
保
育
士
の
確
保
が

厳
し
い
と
い
う
現
状
も
理
解

で
き
る
。
全
国
的
に
保
育
士

不
足
で
、
各
都
道
府
県
及
び

各
市
町
村
等
で
保
育
士
の
奪

い
合
い
を
行
っ
て
い
る
状
況
。

子
ど
も
を
大
切
に
し
な
い
社

会
に
未
来
は
な
い
。
本
村
に

お
い
て
も
先
駆
け
て
保
育
士

確
保
に
つ
い
て
大
胆
な
手
だ

て
を
講
じ
る
必
要
は
な
い
か
。

　

保
育
士
が
定
着
し

て
い
く
事
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
採
用
さ
れ

た
方
が
辞
め
な
い
、
働
き
や

す
い
、
保
育
の
質
を
上
げ
て

い
く
、
村
内
の
保
育
所
で
働

き
た
い
と
い
う
方
を
増
や
し

て
い
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

平
成
30
年
11
月
５

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

北
中
城
村
民
体
育
館
だ
が
、

利
用
開
始
か
ら
４
年
目
に
し

て
早
く
も
床
の
張
替
え
工
事

が
行
わ
れ
た
。
張
替
え
工
事

に
至
っ
た
主
な
原
因
は
。

　

地
中
の
湿
気
が
床

シ
ー
ト
下
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ス
ラ
ブ
の
継
ぎ
目
部

分
に
集
中
し
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ス
ラ
ブ
が
膨
張
し
た
た
め
。

　

物
を
造
る
時
に
は

業
者
の
言
う
事
を
う

の
み
に
せ
ず
、
当
た
り
前
を

疑
う
と
い
う
姿
勢
で
進
め
て

頂
き
た
い
。
今
回
、
あ
ま
り

に
も
早
い
中
で
の
床
の
張
り

替
え
工
事
だ
が
、
体
育
館
へ

の
床
の
直
貼
り
が
影
響
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

床
選
定
の
場
合
に

視
察
に
行
っ
て
お
り

メ
ー
カ
ー
及
び
、
設
計
事
務

所
を
含
め
て
数
か
所
か
ら
妥

当
性
が
あ
る
と
確
認
し
た
。

●子どもを大切にしない
社会に未来はない

一時預かり保育の再開が望まれる喜舎場保育所

当たり前を疑え

比
ひ

嘉
が

 正
まさ

志
し

 議員

詳細は
動画から
Check!
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（第１０４号）

　

本
村
に
お
い
て
も

ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
を
開
設
し
、
防
災
情
報

や
保
育
所
の
空
き
状
況
、
入

所
申
し
込
み
、
学
校
か
ら
の

公
文
や
ク
ラ
ス
だ
よ
り
等
を

ラ
イ
ン
配
信
し
て
は
ど
う
か
。

特
に
、
島
袋
小
学
校
区
は
両

親
が
外
国
籍
の
方
も
多
く
、

英
語
翻
訳
し
て
の
配
信
も
必

要
と
考
え
る
。

　

現
在
、
６
つ
の
課

で
実
装
す
る
機
能
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
保

育
所
の
入
所
関
係
は
要
望
す

れ
ば
実
装
可
能
と
思
う
。
ま

た
、
多
言
語
に
つ
い
て
は
、

そ
の
必
要
性
が
出
れ
ば
交
渉

次
第
に
な
る
。

　

我
が
村
は
、
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
者

の
累
計
が
３
万
８
０
０
０
件

に
な
っ
て
い
る
が
、
副
反
応

等
の
相
談
は
ど
う
か
。
２
０

２
２
年
10
月
21
日
現
在
の
全

国
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
の
死
亡
疑
い

が
約
１
万
８
０
０
０
件
あ
り

そ
れ
は
対
岸
の
火
事
で
は
な

く
、
副
反
応
等
に
つ
い
て
の

相
談
を
慎
重
に
取
り
組
ん
で

い
く
べ
き
。
ま
た
、
発
達
段

階
で
の
子
供
た
ち
の
マ
ス
ク

着
用
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
学
校
現
場
で
の
対

応
は
ど
う
か
。

　

相
談
件
数
は
令
和

３
年
度
68
件
、
令
和

４
年
11
月
時
点
で
18
件
。
相

談
窓
口
は
、
電
話
対
応
等
し

て
い
る
。
マ
ス
ク
に
つ
い
て

は
、
国
県
の
通
知
に
従
い
、

不
要
な
場
面
で
は
外
す
よ
う

に
促
し
て
い
る
。

　

特
に
、
子
供
た
ち

へ
の
接
種
に
関
し
て

は
慎
重
な
対
応
が
必
要
。
コ

ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、
国
で
２

類
か
ら
５
類
へ
の
引
き
下
げ

が
議
論
さ
れ
、
感
染
し
て
も

処
方
箋
が
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
も
う
潮
目
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。
マ
ス
ク
に
つ
い

て
も
、
も
っ
と
柔
軟
に
過
ご

さ
せ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
必
要
。

　

慎
重
を
期
す
る
よ

う
医
者
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
に
従
い
や
っ
て
い
る
。

　

我
が
村
の
下
水
道

接
続
率
・
普
及
率
向

上
に
向
け
た
取
組
み
は
。

　

令
和
３
年
度
末
時

点
の
下
水
道
接
続
率

は
71
，
7
％
、
人
口
普
及
率

は
63
，
6
％
。
現
在
、
島
袋

地
域
を
重
点
的
に
整
備
を
進

め
て
い
る
が
、
沖
縄
振
興
公

共
投
資
交
付
金
の
配
分
が
要

望
額
に
対
し
て
少
額
で
あ
る

為
、
整
備
率
が
向
上
し
て
い

な
い
状
況
。

　

沖
縄
振
興
予
算
の

減
が
、
村
の
事
業
に

も
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
を

知
る
必
要
が
あ
る
。
村
長
も

知
事
に
向
け
て
強
く
言
っ
た

方
が
い
い
。
本
村
は
単
独
浄

化
槽
で
５
万
円
、
合
併
浄
化

槽
で
10
万
円
の
接
続
補
助
を

し
て
い
る
が
、
そ
の
額
を
上

げ
る
べ
き
。
読
谷
村
は
、
去

年
か
ら
接
続
補
助
額
を
単
独

浄
化
槽
で
20
万
円
、
合
併
浄

化
槽
で
25
万
円
に
し
て
、
接

続
件
数
が
４
倍
に
伸
び
て
い

る
。

　

令
和
６
年
度
に
下

水
道
事
業
経
営
戦
略

の
見
直
し
を
予
定
し
て
い
る

の
で
内
容
等
も
踏
ま
え
て
検

討
し
て
い
く
。

下
水
道
接
続
率
と
普
及
率

を
上
げ
る
取
組
み

　　

　

●ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
は

子
供
た
ち
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

慎
重
な
対
応
が
必
要

※
そ
の
他
に
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
の
質
問
も

し
ま
し
た
。

喜
き

屋
や

武
ん

 功
いさお

 議員

詳細は
動画から
Check!

村
長
‥
実
装
す
る
機
能
に
つ
い
て
検
討
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（第１０４号）

　

９
月
の
決
算
審
査

特
別
委
員
会
に
お
け

る
通
学
バ
ス
運
行
検
討
委
員

会
に
対
し
て
の
質
疑
で
、
ま

ず
は
距
離
が
遠
い
地
域
の
美

崎
地
区
と
瑞
慶
覧
地
区
の
低

学
年
を
対
象
に
ス
タ
ー
ト
し

た
い
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、

村
長
へ
の
提
言
の
内
容
は
。

　

北
中
城
村
通
学
バ

ス
運
行
検
討
委
員
会

で
は
、
計
５
回
審
議
を
経
て

令
和
４
年
11
月
10
日
付
け
で

答
申
を
受
け
た
。
内
容
に
つ

い
て
は
、
一
つ
目
に
通
学
バ

ス
の
実
施
。
二
つ
目
に
実
施

に
つ
い
て
は
財
政
状
況
を
鑑

み
、
有
償
化
、
継
続
性
を
考

慮
し
た
運
行
方
法
を
検
討
し

段
階
的
な
取
り
組
み
を
望
む

と
す
る
。

　

答
申
の
内
容
を
聞

く
と
、
役
場
の
ほ
う

で
作
ら
れ
た
答
申
の
よ
う
に

も
思
う
。
村
長
は
や
る
と

言
っ
て
い
る
。
も
っ
と
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
て
も
良

い
と
思
う
が
、
具
体
的
な
要

望
は
な
か
っ
た
か
。

　

検
討
委
員
会
で
は

距
離
、
金
額
等
全
体

的
に
網
羅
し
て
検
討
さ
れ
て

い
る
。　

決
算
審
査
特
別
委

員
会
で
の
答
弁
は
、

答
申
で
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　

村
長
の
答
弁
に

あ
っ
た
内
容
で
あ
る
。

低
学
年
や
距
離
の
問
題
は
答

申
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

決
算
審
査
特
別
委

員
会
の
質
問
の
中
で
、

よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
と
思
っ

て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
な
考
え
で
担
当
課
と
し

て
は
事
業
を
進
め
て
行
く
の

か
。

　

諮
問
機
関
は
村
長

の
考
え
の
一
助
と
な

る
委
員
会
で
あ
り
、
答
申
の

内
容
を
み
て
方
向
性
を
固
め

て
行
く
こ
と
に
な
る
。
事
務

方
と
し
て
は
村
長
の
方
針
に

沿
っ
て
今
後
進
め
て
い
く
。

　

答
申
が
出
て
ひ
と

月
経
つ
。
村
長
は
ど

の
よ
う
に
考
て
い
る
の
か
、

い
つ
頃
ま
で
に
ス
タ
ー
ト
す

る
の
か
詳
し
く
説
明
を
求
め

る
。

　

通
学
バ
ス
運
行
検

討
委
員
会
は
ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
特
化
し
た
話
を

行
っ
て
い
る
。
我
が
村
で
は

現
在
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
活
用

も
検
討
に
値
す
る
。
た
だ
、

実
証
実
験
中
で
あ
り
報
告
書

が
上
が
っ
た
段
階
で
ス
ク
ー

ル
バ
ス
と
絡
め
て
検
討
し
た

い
。
ス
タ
ー
ト
時
期
に
つ
い

て
も
次
年
度
当
初
は
考
え
て

い
な
い
、
準
備
が
非
常
に
不

足
し
て
い
る
。
年
度
途
中
か

ら
で
も
運
行
出
来
れ
ば
と
考

え
る
。

スクールバスとして検討中のコミュニティバス

●スクールバス、ようやく
スタートと思ったが
村長‥�次年度当初は考えていない

※
そ
の
他
に
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
の
質
問
も

し
ま
し
た
。

上
うえ

間
ま

 堅
けん

治
じ

 議員

詳細は
動画から
Check!
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字
ラ
イ
カ
ム
自
治

会
の
結
成
に
向
け
村

は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
て
い
る
と
聞
く
。
取
組
と

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

　

自
治
会
結
成
は
、

地
域
住
民
の
民
意
に

よ
る
取
組
が
前
提
で
あ
り
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
自
治
会

の
結
成
を
直
接
意
図
し
て
い

る
も
の
で
は
な
い
。
参
加
者

の
中
に
は
、
自
治
会
活
動
に

前
向
き
な
方
も
お
り
、
村
と

し
て
も
可
能
な
支
援
を
し
て

い
く
。　

自
治
会
建
設
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

自
治
会
事
務
所
も

し
く
は
、
公
民
館
の

整
備
に
際
し
て
は
、
整
備
内

容
に
関
す
る
住
民
意
向
の
反

映
と
そ
れ
を
含
め
た
建
設
費

や
負
担
の
あ
り
方
、
管
理
体

制
の
構
築
な
ど
整
理
す
べ
き

課
題
が
あ
り
、
そ
の
住
民
調

整
の
窓
口
と
な
る
自
治
会
の

設
立
が
先
決
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
現
段
階
で
の
整
備

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
な
い
。

　

住
民
と
い
う
の
は

村
内
、
村
外
、
県
外

諸
外
国
の
方
が
住
ん
で
い
る

が
、
特
に
外
国
人
が
何
名
い

る
の
か
把
握
し
て
い
る
か
。

　

外
国
籍
の
方
は
住

民
登
録
が
な
く
、
そ

の
情
報
が
な
い
。
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
参
加
し
て
い
る
方
の
中

で
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
る

方
が
い
る
が
、
半
数
近
い
方
が

外
国
人
だ
と
聞
い
て
い
る
。

　

自
治
会
づ
く
り
、

公
民
館
づ
く
り
と
い

う
の
は
、
行
政
は
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

自
治
会
に
街
灯
が
な
く
て
困

っ
て
い
る
。
暗
い
と
こ
ろ
を

行
か
な
い
と
い
け
な
い
。
危

険
性
も
感
じ
て
い
る
。
ま
た

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
欲
し
い
と

か
、
い
つ
ま
で
待
た
せ
る
の

か
、
我
慢
し
な
さ
い
と
い
う

の
か
、
そ
う
だ
っ
た
ら
早
め

に
つ
く
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ア
ワ
セ
土
地
区
画
整
理
事
業

組
合
は
、
す
で
に
公
民
館
用

地
を
村
に
譲
渡
し
て
い
る
。

　

公
民
館
づ
く
り
は

あ
る
程
度
住
民
も
負

担
し
て
頂
く
。ま
ず
は
自
治

会
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ

と
か
ら
初
め
て
い
く
。ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
経
験
し
て
、と
っ

か
か
り
と
し
て
公
園
を
や
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

公
平
さ
を
期
す
た

め
に
ル
ー
ル
は
、
必

要
で
あ
る
。
公
民
館
建
設
ま

で
あ
る
程
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
住
民
に
示
し
て
行
く

必
要
が
あ
る
が
、
村
の
考
え

は
。

　

い
つ
ま
で
に
自
治

会
を
つ
く
る
と
い
う

こ
と
は
、
計
画
と
し
て
作
り

上
げ
て
い
き
た
い
。

　

各
字
公
民
館
の
活

用
を
図
り
、
村
職
員

を
活
用
し
、
出
前
講
座
を
実

施
し
て
ほ
し
い
。

　

出
前
講
座
に
つ
い

て
は
、
実
施
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

●ラ
イ
カ
ム
自
治
会
結
成
と

建
設
計
画
は

喜
き

屋
ゃ

武
ん

すま子
こ

 議員

詳細は
動画から
Check!

沖縄市の出前講座チラシ

村
長
‥
結
成
に
向
け
て
模
索
し
て
い
る

※
そ
の
他
に
、子
ど
も
の
安
全

保
育
に
つ
い
て
の
質
問
も
し

ま
し
た
。

出前講座の実施を
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令和４年12月定例議会の
一般質問を傍聴した、
若いママお二人にインタビュー
しました。

前
まえ

里
ざと

　梓
あずさ

さん北
きた

　夕
ゆう

貴
き

さん
字喜舎場在住

　私が議会を傍聴するきかっけは、他
市町村の友人が議員になり、友人の一
般質問を傍聴したことで北中城村の一
般質問にも興味を持った。傍聴してみて感じたことは、
議員や当局の質問のやり取りから、生活に直結した課題
に真摯に向き合っている。

字喜舎場在住
　ほんの興味本位で行った議会傍聴。
遠くの存在だと思っていた議員さんが
とても身近に感じました。議会を傍聴

しながら、普段なら考えない〝暮らし続けたい北中城村
の未来〟を考えていました。沖縄のゆいまーるの精神が
大好きです。地域の方と繋がれる定期的な会があったら
いいなと思いました。

傍聴者に聞く

議
会
を
傍
聴
し
て

●
梓
さ
ん

　
北
中
城
村
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
感
じ
で
参

加
し
や
す
い
雰
囲
気
。
村
政
を
皆
で
良
く
し

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
感
じ
、
素
敵
だ

と
思
っ
た
。
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
る
事

を
知
っ
て
、
村
民
と
し
て
誇
り
を
持
て
た
。

ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
得
ら
れ
な
い
臨
場
感
を
感

じ
た
く
て
参
加
し
た
。

●
夕
貴
さ
ん

　
私
自
身
も
そ
う
だ
が
、
周
り
の
お
母
さ
ん

た
ち
も
「
え
っ
、
傍
聴
に
行
け
る
ん
だ
ぁ
」

と
思
っ
た
。
あ
ず
さ
さ
ん
が
イ
ン
ス
タ
で
呼

び
か
け
て
い
た
の
で
、
行
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
参
加
し
た
。
議
員
の
方
が
声
を
掛
け

て
く
れ
た
の
で
、
親
し
み
を
感
じ
ら
れ
た
。

行
政
用
語
に
つ
い
て
ど
う

思
う

●
梓
さ
ん

　
難
し
い
言
葉
を
使
っ
た
が
た
め
に
、
答
弁

が
ア
バ
ウ
ト
な
感
じ
に
な
っ
た
。
も
っ
と
分

か
り
や
す
い
言
葉
で
表
現
し
て
ほ
し
い
。

●
夕
貴
さ
ん

　
質
問
内
容
は
分
か
り
や
す
か
っ
た
が
、
答

弁
は
頭
の
中
で
噛
み
砕
か
な
い
と
分
か
ら
な

い
。
議
員
の
追
及
は
す
ご
い
と
思
っ
た
。

北
中
城
の
イ
メ
ー
ジ
と
理

想
像
は

●
梓
さ
ん

　
中
学
校
周
辺
の
農
道
を
子
ど
も
達
と
散
歩

す
る
の
が
好
き
。
農
家
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

５
歳
の
息
子
の
会
話
に
癒
さ
れ
た
。
読
谷
村

ま
で
行
っ
て
農
業
を
し
て
い
る
。
北
中
城
村

で
子
ど
も
達
と
農
業
体
験
を
し
た
い
。
Ｅ
Ｍ

等
を
使
っ
て
減
農
薬
の
農
作
物
で
、
き
た
な

か
ブ
ラ
ン
ド
を
作
り
た
い
。

●
夕
貴
さ
ん

　
県
外
か
ら
転
入
し
て
き
て
、
公
園
が
多
い
。

児
童
館
も
歩
い
て
行
け
る
。
子
育
て
し
や
す

い
環
境
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
「
頑
張
っ
て
い
る
ね
～
」
て
、
声
を
掛
け

て
く
れ
る
し
、
抱
っ
こ
も
し
て
く
れ
る
。
こ

こ
に
来
れ
て
、
良
か
っ
た
な
ぁ
と
思
っ
て
い

る
。
以
前
住
ん
で
い
た
地
域
は
、
祖
父
母
世

代
と
若
い
お
母
さ
ん
世
代
と
味
噌
づ
く
り
で

繋
が
り
が
あ
っ
た
。
お
ば
ぁ
達
と
繋
が
り
を

持
っ
て
生
活
の
知
恵
を
学
び
た
い
。
味
噌
づ

く
り
も
し
た
い
。
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（第１０４号）

　

令
和
４
年
９
月
28
日
か
ら
北
中

城
村
議
会
議
員
と
な
り
、
初
の
政

務
活
動
費
（
半
年
分
）
の
交
付
を

受
け
ま
し
た
。
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く

新
人
議
員
向
け
の
研
修
を
見
つ
け

令
和
５
年
１
月
19
日
、
地
方
議
員

研
究
会
主
催
の
議
員
活
動
新
人
研

修
①
②
（
福
岡
県
）
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
１
期
目
に
絶

対
に
や
っ
て
ほ
し
い
こ
と
、
注
意

し
て
ほ
し
い
こ
と
。
先
輩
議
員
に

教
え
て
も
ら
う
こ
と
の
是
非
を
含

め
、
職
員
か
ら
み
た
議
員
。
基
礎

知
識
と
し
て
の
財
政
の
ポ
イ
ン
ト

を
学
び
。

　

午
後
の
部
で
は
、
役
所
の
体
質

議
員
の
仕
事
は
何
か
、
予
算
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
役
所
の
政
策
決
定

の
仕
組
み
。
議
会
と
職
員
が
で
き

る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を

勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

議
員
活
動
は
、
現
状
を
認
識
し

調
査
を
経
て
、
課
題
を
見
つ
け
、

検
証
、
提
案
し
「
住
民
の
福
祉
の

増
進
」
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
る
。
そ
の
実
現
の
た
め
努
力

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
１
期
目
は
ま
ず
学
ぶ
こ
と

か
ら
。 　
　
　
　
　
　

 

比
嘉 

悟

　

全
国
の
市
町
村
議
員
１
０
４
名
が
受
講
。
感
染

防
止
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
、
研
修
に
参
加
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

講
演
内
容
は
、

①
「
歴
史
に
学
び
地
方
の
未
来
を
読
む
」

②
「
地
域
の
魅
力
の
創
造
と
発
信
」

③
「�

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
自
治
体
と
　

議
会
の
役
割
」

④
「
日
本
経
済
の
課
題
と
展
望
」

　

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
講
師
の
方
々
の
お

話
を
聞
き
、
現
在
の
世
界
や
日
本
の
現
状
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
「
地
方
の
赤
字
の

大
半
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
よ
る
。
地
域
の
自
然

や
資
源
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
活
用
し
て
、
や
り
方
次

第
で
黒
字
に
転
換
で
き
る
」
と
の
内
容
が
あ
り
、

本
村
で
も
で
き
る
や
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
は
と
て
も
勉
強
に
な

る
内
容
で
し
た
の
で
、
本
村
の
現
状
を
確
認
し
、

住
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
何
が
必
要
な
の
か
、

ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
の
か
を
考
え
、
今
後
活
か

し
て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

川
上 

龍
太

研修期間･･･令和5年1月10日〜11日
研 修 先･･･市町村アカデミー研修所(千葉県)
参加議員･･･川上龍太議員､屋良朝春議員

研修期間･･･令和5年1月19日
研 修 先･･･地方議員研究会(福岡県）
参加議員･･･比嘉悟議員

■ 市町村議会議員特別セミナー■ 市町村議会議員特別セミナー

■ 議員活動新人研修■ 議員活動新人研修

・研修報告・
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１
０
３
号
か
ら
始

ま
っ
た
新
し
い
広
報

調
査
特
別
委
員
会

の
作
成
に
よ
る
議

会
だ
よ
り
は
、日
常

生
活
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い

る
今
の
政
治
的
課

題
や
長
引
く
コ
ロ
ナ
感
染
症

か
ら「
住
民
生
活
を
護
る
」と

い
う
思
い
と
祈
り
を
込
め
て
、

沖
縄
の
守
り
神
で
あ
る
シ
ー

サ
ー
を
表
紙
に
し
て
シ
リ
ー

ズ
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
誌
面
づ
く
り
と
し

て
、議
会
と
行
政
が
考
え
る

村
づ
く
り
と
住
民
が
考
え
る

村
づ
く
り
に
乖
離
が
な
い
か

を
確
か
め
る
べ
く
住
民
の
声

を
多
く
誌
面
に
反
映
さ
せ
、

新
し
い
広
報
委
員
だ
か
ら
こ

そ
の
魅
力
と
視
点
を
織
り
交

ぜ
た
、こ
れ
ま
で
と
は
違
う

挑
戦
的
な
誌
面
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
こ
う
と
意
気
込
ん

で
い
ま
す
。単
な
る
議
会
行

政
報
告
誌
で
は
な
く
、北
中

城
村
の
課
題
と
活
力
を
発
信

し
地
域
の
方
々
の
元
気
な
声

を
拾
い
届
け
る
議
会
だ
よ
り
、

手
に
取
っ
て
読
ん
で
み
た
く

な
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
の
で
、ご
協
力
の

ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
委
員
長

　

喜
屋
武　

功

編集後記

編
集
委
員
　
委
員
長
／
喜
屋
武
功
　
副
委
員
長
／
平
安
山
和
美

　
　
　
　
　
委
　
員
／
川
上
龍
太
　
比
嘉
正
志
　
比
嘉
悟

〒
９
０
１

−

２
３
９
２
　
沖
縄
県
中
頭
郡
北
中
城
村
字
喜
舎
場
４
２
６

−

２

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
９
８

−

９
３
５

−

４
８
４
８

北
中
城
村
議
会
だ
よ
り
第
104
号

発 

行 

責 

任
　
北
中
城
村
議
会
議
長
　
　

編
　
　
　
集
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
２
０
２
３
年
２
月
25
日
発
行

令和4年9月
～令和5年1月

職人さん
こんにちは №１

●第8回9月定例議会
　[9月28日～10月21日］

●�第37回北中城まつり・青年
エイサー祭り参加 [10月8日］

●�町村議会議員・事務局職員
研修会・交流会参加

　 [10月13日］

●��北中城村文化協会第25回
文化祭出席 [10月23日］

●北中城村幼稚園運動会出席
　[10月30日］

●�第7回世界のキタナカグスクン
チュ大会出席 [11月1日］

●�北中城村イングリッシュ
　コンテスト出席 [11月15日］

●�島袋小学校運動会出席
　[11月20日］

●�中部地区町村議会議員・事務局
職員研修会参加 [11月25日］

●第9回臨時議会 [11月28日］

●第10回12月定例議会
　[12月9日～20日］

●中城北中城消防出初式出席
　[1月6日］

●はたちを祝う式典出席 [1月8日］

●北中城村功労者表彰式出席
　[1月12日］

議会の
動き

　表紙ページのシーサーは、北中城村安
谷屋出身、この道50年の陶芸家山内米
一さん（70）の作品。山内さんは生まれ
も育ちも安谷屋で創作活動をする傍ら北
中城村文化協会陶芸部やシーサーで景
観をつくる会の事務局長も務めている。
　そこで、北中城村民なら必ず一度は目
にしている北中城村役場正面にあるシー
サーも山内さんの作品で、他にも宜野湾
市役所や県立北中城高校、県立普天間高
校入口、中北消防署（中城出張所）入口、
地域の公民館など県内各地に山内さん
のシーサーが見られる。
　山内さんが陶芸家の道に進んだ大き
なきっかけは何ですかと聞いたところ、

「小学校の時に描いた絵」と答え、え？
絵？と思いましたが、当時の担任の先生
に褒められたことが、大きな自信になり、

芸術の道に進むきっかけになったと言う。
　その後、山内さんが予備校時代の頃に
現代の名工である宮城勝臣（かつおみ）
氏の作品に出合い衝撃を受ける。本人に
直談判し、陶工として宮城勝臣氏に師事
し、そこから、陶芸家の第一歩として進ん
でいく。後に、人間国宝にもなった金城次
郎氏の次郎窯にて修行を積み、数年後に
独立、北中城村で工房をかまえ現在に至
る。
　これまで、陶芸家のメンバーでエイサ
ーの時期にキタナカチンドン屋をして盛
り上げたり、首里城復興チャリティー・や
ちむん市を開催するなどして、北中城村
の盛り上げ役として活躍している。
　これからも沖縄の文化や浪漫を語りな
がら北中城村をシーサーの故郷にしたい
と熱っぽくお話しされていました。

村民の無病村民の無病息息
そくそく

災災
さいさい

とと
地域の安全を願って地域の安全を願って

造り続ける造り続ける陶芸家 山
やま

 内
うち

 米
よね

 一
かず




